








































































































































































































































































































































と、他方における一般的行為自由権（基本法 2 条 1 項）、生命を害されな

















































































2 　萩原滋「刑罰権の限界としての比例原則――ドイツの判例と学説（ 1）、（ 2・
完）」愛知大学法経論集155号 1 頁以下、156号31頁以下（2001年）、同「近親相姦禁

























4 　BVerfGE120,253［2008］. 同決定につき、萩原・前出註 2「近親相姦禁止規定




























16　萩原・前出註 2「近親相姦禁止規定（ドイツ刑法173条 2項 2号）の合憲性」10頁。
17　BGHSt49,166［2004］. サドマゾ行為を嘱託された者がそれに応じたことにより、
被害者を死なせたという事案に係るものであり、連邦通常裁判所は同行為について
（紹介と批評）ヨハネス・カスパール『予防刑法における比例性と基本権保護』
―237―
可罰的と判断した。
18　BVerfGENJW1999,3402.
19　これに対して著者は、提供者が自由答責的に臓器摘出を決定した場合には②の要
請よりも、①の要請が優先されるとする。
20　これに対し著者は、商取引の一環として臓器摘出が行われる蓋然性は提供者が近
親者等の場合とそれ以外の者の場合とで異ならないとする（491頁）。
21　Vgl.a.a.O.（Anm. 9 ）.
